
令和 7 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・活動場所：有限会社宮原果樹園

　

　

　

＜目的＞

＜成果＞

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 有限会社　農業生産法人　宮原果樹園 担当者名 勝連　学

園芸施設の修繕から植え付けまでを一貫して、相互に協力しながら行えていることで、発注者としては、非常に助かってい

る。また、農園の作業が障害を持っている人の就労機会の場になっていることで地域貢献に繋がればと思う。また、６年度

は協同で行ってきた成果とも言える有機JASの認証も取得でき、事業所・利用者の方の日々の成果が結果として出たことは大

変嬉しく思う。また、ドライマンゴーも傷物や販売が難しくなった実を使用して製造することで、フードロスにもつながれ

ばと思う。今後も協同で連携していくことで、農家側と利用者の方の収入に繋がっていけばと思う。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 夢工房宮古

住　所 沖縄県宮古島市平良字久貝８７５－２

4712300484

岩本　晶恵

令和６年度電話番号 ０９８０－７９－０３６１

・実施日程：令和６年４月１日～令和７年３月３１日

・実施した生産活動・施設外就労の概要

果樹園での栽培管理及び施設管理業務、また、収穫物の受注・販売を

までを業務委託を締結し行っている。

島内でも過疎化が進んでいる地域があり、加齢とともに園芸施設での

営農が難しくなり、耕作放棄地が増えている。担い手不足の解消と耕

作放棄地を無くし、農家及び利用者の方の就労と収入向上に繋げる。

現状の園芸施設の稼働率は９５％まで回復しており、作付け面積も

徐々に増えてきており、果樹園内で栽培しているレモンに関しては収

穫量が１０００トンを超えるまでになっている。今年度は、これまで

取り組んできた成果として、有機JASの認証を取得しており、農薬を使

用せずに栽培している作物へ更に付加価値をつけることができてお

り、売上向上に繋がっており、利用者の工賃へも反映することができ

ている。また、年間を通して、地域の保育園や障害児の通所施設等の

農作業体験の場にもなっており、食育にも繋がっている。

様式１

作物の剪定や除草作業・追肥・

収穫。納品までを請負い行って

いる。農薬不使用に拘り、除草

も手作業で行っている。

これまで、既存の販売ルートのみであったが、ドライフルーツの製造や、

ECサイトでの直接販売等を行い、販路拡大にも取り組んでいる。

地域の園児達と利用者の方がサツマイモの植え付け～管理～収穫を行い、園児や

利用者の交流にも繋がっている。また、農作業体験を通して食育の場にもなって

有機JASを取得し、宮古島市長を表敬訪問を行っている。


